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※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

時
期

RAC 対象病害 薬剤名 希釈倍数
使用
時期

回数
影響日数
ﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ

11
月
➀

7,11
灰色かび病・すすかび病

葉かび病 等 シグナムWDG 2,000倍 前日 2回 ー

11
月
➁

M01
かいよう病・すすかび病

葉かび病 兼商クプロシールド 1,000倍 ー ー 1日(クロ)

11
月
③

7
灰色かび病・すすかび病

葉かび病 等 アフェットフロアブル 2,000倍 前日 3回 1日

11
月
④

11
灰色かび病・すすかび病

葉かび病 等

ファンタジスタ
顆粒水和剤

2,000～
3,000倍

前日 3回 1日

臨
機
24,M01

かいよう病・葉かび病
斑点細菌病 等 カッパーシン水和剤 1,000倍 前日 5回 0日

11月以降はハウスを締め切る時間が長くなり、湿度の高い時間も長くなります。
多湿な条件が続くと、病害が発生しやすくなるため、定期的に防除を行いましょう！

予

予

今 月 の
注 意 点

灰色かび病

発病条件：

気温20℃位の多湿条件下で発生が多く
なる。

注意点：

ゴーストスポットと呼ばれる白色円形の小
斑点が果実に生ずる。この被害も灰色か
び病による影響です。

対象病害によって希釈倍数が異なる場合があります。
ラベルの確認をしてから使用してください。

予・治

予・治

予・治

かいよう病葉かび病・すすかび病

発病条件：

葉かび病：20～25℃

すすかび病：25～30℃

注意点：

目視での葉かび病・すすかび病の判別は
難しい。潜伏期間が約2週間と長く、

無症状=非感染ではない

葉かび病

発病条件：

25～28℃

多湿、特に濡れた傷口がある状態

注意点：

果実の症状が発生するのは、ほとんどが
露地栽培のみ。

施設栽培は萎凋症状が主である。

樹を締めて徒長防止！
花芽分化・着果(花)の向上に！

1,000倍 葉面散布

肥料登録
輸第9423号

0-28-26

◎石灰硫黄合剤、アルカリ性農薬、銅剤、
液肥、ホルモン剤との混用は避けてください

キレートマグネシウム
＋各種微量要素

肥料登録
生第87201号

光合成能力ＵＰ！

★葉にテリ･ツヤ･厚みUP！
★日照不良時の代謝の向上！

1,000倍 葉面散布
※ストレプトマイシン剤、キチン、キトサン
類、カルシウム剤（ファイトカルを除く）、
微量要素剤、鉄など金属を含む葉面散
布肥料との混用は避ける。井戸水で、鉄
分などを多く含む水での使用も避ける。

弱った株の回復に！

肥料登録
生第91402号

すすかび病
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